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インプットアウ トプット

読みつづけ、重ねていくうちに、何かが生まれ

てくるのではないか。そういう期待感を与えてく

れる、今、自分が味わつている読書のこの楽しさ

に、なぜ、より早い時期に、目覚めなかつたのだ

ろうか。

私の母校は、佐賀県武雄市にある男女共学の県

立高校で、本造で三階建ての校合は、御船 (みふ

ね)山 と呼ばれる万葉の里の趣のある山の麓に

包みこまれるように、今も立つている。別館の図

書館はさらに麓に近く、秋になると金木犀の香り

と冷んやりとした空気の流れ込む環境の良い場所

にあつた。ところが、ここに足を運んだのは数え

るほどしかない。司書の中村繁子先生とは全く接

点がなかつたわけではない。先生は七級年上の同

じ高校に通つた兄をよくご存知だつたので数回ほ

どお話 したことがある。私は知らなかつたのだ

が、兄は案外読書家だつたのかもしれない。父

は、私が十歳の時に亡くなつた。今もそのまま

にしてあるが、父の本棚にあるルソーの『エミー

ル」、大久保康雄訳ミッチェルの『風と共に去り

ぬ』上 .中 下を夢中で読んだ記憶はある。しか

し、家族や友人からは読書への刺激らしいものは

意外と受けなかつた。本を読まなかつたことを人

のせいにするのは言い訳なのかもしれない。水を

飲みたくない馬には水は飲ませられない。中村先

生がそうおつしゃったわけではないが、今にし

て、先生の静かで穏やかなあの笑顔は「読書は強

要はできないのですよ」と、語つていたようにも

思える。その後、長崎の短大英文科へ進んだがそ

の時にもまとまつて読書をした記憶はない。

それにしても、最近の自分の読書への興味は尋

常でない。当初はバラバラが次第に系統立つてき

たが、興味が湧くジャンルの本を片つ端から読破

している。その場で得た知識をものにしようとす

る性急さも伴つている。海外に住んでいるが、日

本書籍の入手は難しいかというと、以前ほどでは

ない。入手の困難さを救つてくれたのが IT技術

である。雑誌や新聞の書評で選んだ本をインタ

ネッ トで買物かごに放りこみ、注文のボタンを押

しておくと、十日後には、書籍の小包が確実に海

を越えて届く。小包を開け、取るものもとりあえ

ず、海綿が水を吸収するかのごとくに読み漁る。

次に読みたい本のリス トは大かた頭にある。次の

注文を出す間には、地元図書館の 日本書籍コー

ナーからも借りてくる。英語の書籍も必要に応じ

て目を通す。最近のように、自分をこれほど読書

に追い立てているものは何なのだろうか。今の自

分を考えて、どうや ら、文を書くというアウ ト

プッ トの場を得たことが、インプットのための読

書に駆り立てているようだ。でも、それを見つけ

た時期が遅かつたために、試行錯誤のやり直しや

発展の期間は、すでに限られている。だとする

と、子ども、高校時代と早い時期に、何らかのア

ウ トプッ トの機会があつたら、読書に刺激を求め

る気持ちは大きく沸いたのかもしれない。では、

そのアウ トプッ トの機会を、例えば高校時代に、

どう見つければよかつたのか。実は、それは、今

でも分からない。

(千綿 有子 |フ リーランス ,レポーター )
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岩槻商業高校図書館の産体代替を終えて

はじめに

私は今まで、アルバイ トや臨時採用の司書とし

て、いくつかの図書館で働いてきました。

私が岩槻商業高校に産体代替として赴任したの

は、2000年 8月 31日 のことでした。このお話

があつたとき、司書の友人から、「木下さんのと

ころで代替やるの ? 大変だけどガンバつてね」

と言われました。私は、それまで、木下さんのお

名前だけは聞いたことがありました。それも「す

ごいらしいJという話で。

任期が始まる前に何回か学校を訪問して学校の

様子や通常の業務について説明をうけました。通

常の貸出返却を行う端末の操作方法 ,予算 .選

書 .図書館を使つた授業利用について '取引のあ

る業者 ,図書委員会の活動内容等に加えて、週に

1度発行されている図書館広報紙『らい′いらりい

いん′S、 おめ一しよん』、また近隣の高校図書館

や公立図書館とのネツトワークを組んでの協力体

制の説明をうけた後に、本下さんに知りたいこと

はないかと問われて「 1日 の仕事の流れJと 「一

年間の行事と作業の流れJについてをまとめてほ

しいとお願いしました。

仕事で特に申し渡されたのは、カウンター業務

を優先して欲しいということ、そして、本の受け

入れはリクエス トの図書を優先するようにという

ことでした。カウンターは、その言葉通り貸出返

却等の業務以外にも新着図書の装備、発注、新着

図書のデータ入力も出来るように必要な道具がそ

ろつていました。なので、昼休みや放課後に限ら

ず授業で図書館を利用しているときにでもカウン

ターで待機していることができたのだと思いま

す。また、リクエス トの図書が納品されたら、当

日か遅くとも翌日には貸出ができるようにすると

いうことを聞いて大変驚きましたが、それも心が

けていればできるのだということを体験させてい

ただきました。

始まってみれば

しかし、本下さんと交代した後しばらくは貸出

の冊数 .利用者の数が格段に流りました。交代
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石川裕美

前、木下さんからは「貸出を減らさないでねJと

言われていました。友人から「様子はどお?Jと

間かれると「貸出が 、閑古鳥が鳴いていますJ

と泣き言を言つていました。すると、みんな口を

そろえて「あなたが本下さんのようにはできるわ

けないから、石川さんは石川さんらしくやるしか

ないよ」と言つてくださつたものでした。

基本的に木下さんの代わりである私が、本下さ

んのやられていたことは最低限続けていくなかで

「石川らしくJとは何なのかを考えました。そし

て、「いつでも図書館にいる司書」でありたいと

思いました。

けれども、司書が代わつて利用の減つてしまつ

た図書館に一人で居続けるということは思つたよ

りも寂 しいもので した。大 tず さな言い方をすれ

ば、学校の中で一人忘れられてしまつているとい

う思いにとらわれたときもありました。許される

のならば校内のどこかで、誰かとお話をしていた

いという気持ちもありました。でも、授業中であ

れ、昼休みであれ、図書館に足を運んでくれた利

用者に対して「いつでもいるJというサービスを

提供したかつたのです。いることによつて貸出等

の手続きから、探している本の提供、そしてくつ

ろいで気軽に話せる人間のいる患抜きの場所とし

ての図書館を提供することが可能になると思つて

いました。「いつ、だれが来ても石川は図書館に

いるJような司書を目指していました。だから、

電話などの用を足すために事務室 .職員室に出か

けても走つて出かけて走つて戻るような具合でし

た。少 し慣れてきたあたりにお話しした先生に

「いつも石川さんは走つていたからきつとすごく

忙しいんだな、と思つていたよJと言われて、自

分がどんな風に思われていたのか気づいた次第で

す。また、任期の終わる直前あたりには、図書館

を訪れた生徒が閲覧室に司書がいないのをみて司

書室にやつてきて「一瞬いないかと思つたけどい

たね」と言い、「いつでもいるよ」と返事をする

と「そんな感じだよね～」と言つたことがあり、

出かけるときの貼り紙が扉についていないときに

は「図書館に司書はいるのだJと思つていてくれ
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たのがわかつてうれしかつたです。

「図書館にいけばわかる」を目指 して

また、私は、「ごめんなさい。そういう本がこ

こにはないからわからないです」とは言わないよ

うにしました。これは、本下さんの今までのさま

ざまな実践がなければ実現できなかつたのだと思

いますが、岩商の図書館でわからなければ、ネッ

トワークを組んでいる他校の図書館に聞くことが

できました。近所にある市立図書館にもお世話に

なりました。また、県立図書館にお願いして調べ

てもらうこともしました。その結果、利用者の知

りたかつたこと (資料)を提供することができた

のでした。「知りたいことは図書館で司書に聞け

ばわかる」と利用者に思つてもらうことができる

ようになればいいと思つて、「わからない」とは

言わずに「合はわからないけど調べることができ

るから待つていて欲しい」と言うことにしまし

た。学校図書館は、授業で決められたことを調べ

る以外にも自分の好きなことを好きなだけ自由に

調べたり学んだりすることのできるステキな場所

なのだからそのことを知つてほしいと努めてきま

した。この学校は授業でも図書館を使うことがわ

りと多いので、そんなときにも「必要な資料を用

意するJこ とは絶対条件となつているように感じ

ました。

そのせいかどうか、何か月か経つと貸出も徐々

に増えてきました。その理由を周囲の人に聞いて

みたところ「慣れてきたからではないか」という

声が多かつたのですが、慣れてきたとは具体的に

どういうことなのでしようか。まず、利用者が石

川がいる図書館に慣れたということ、そして石川

が利用者に慣れ、顔を見てサービスができるよう

になつてきたのだと思います。図書館に石川がい

ても使い勝手がいいとは言わないまでも悪くない

と思つてもらえたのかもしれません。

そして、私も初めは選書のときに「図書館に

あつて欲しい本」ばかりを多く選定していたので

すが、後々は「利用者が図書館で読みたいと思う

本」も考えて選定に入れるようにしました。それ

は、利用者の興味や関心にこちらが関心を持つて

接してアンテナをはつておかないとできません。

私のアンテナが正しくそれをキャッチしていた

かどうかははつきりしませんが、それが貸出冊

数の増加と関連しているのではないかと思うこ

ともあります。

『らい′ヌらりい いんふおめ―しよん』は、

2週間に一回にしました。利用者のリクエス ト

のためや授業での利用を迎えて迅速に対応する

ために図書館間での協力は欠かせませんで し

た。その合間にも時間ができると、岩商の図書

館にどんな本があるのかを知るために書架整頓

をしつつ、書架の間をぐるぐると歩いていまし

た。なにしろ交代してすぐにでも「あの本はど

こ?Jに答えなければならないのですから。

4月 には図書館オリエンテーションがあつた

り、図書委員会の生徒をみたり、委員会で文化

祭に参加したりと忙しいのには事欠きませんで

した。それでも、放課後には声をかけやすいよ

うに「暇そうJを装つたりしました。一年生の

利用が多いのをみると、大変に感じたオリエン

テーションもやつてよかつたと思いました。

終わってみれば

こうして、忙しく働いているうちに任期は終

わりました。一年前に比べて貸出冊数はグンと

増え、生徒たち ,先生方にも慣れ、日常業務の

ペースも自分なりにつかめてきたような気がし

てきた頃です。決まつていたこととはいえ、や

めていくのは非常に残念で くや しく感 じまし

た。しかし、自分がこれまでにガンバつてこら

れたのも木下さんが作つていつてくださつた土

台のお陰ですし、困つたときに相談に乗つてく

ださつたり、励ましてくださつたたくさんの方

たちのお陰です。今までの司書としての生活で

はわからなかつたことが岩商での経験の中でた

くさんありました。自分では無理ではないかと

思うこともありましたが、それをやり続けるこ

とによつて多くのことを学ぶことができたと思

います。今では、この機会を与えてくださつた

方々に感謝すると同時に、働く前に聞いていた

「木下さんはすごいらしい…Jと いう言葉の意

味がわかつたような気がします。

ありがとうございました。 (い しかわ ひろみ)
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選書→発注→受入

子どもが一歳になる10月 20日 に職場復帰しま

した。上の子の時には夏休みからの復帰で、私も

リハビリ気分で 9月 からの新学期を迎えられた

のですが、今回は 2学期も半ばからの復帰。ま

るつきり浦島太郎のような気分です。それでも、

2週 FB5も するとなんだか元のペースが戻つてくる

から不思議です。

復帰してすぐ家庭科の先生が図書館を訪ねて

くれて、授業の予約が入りました。「子どもの

おもちゃをつくる」という授業の導入で、エプ

ロンシアターやパネルシアターの実演を頼まれ

て、早速三年生の前で、市立図書館から借りて

きた「 3匹 のこ′ヽたJな どの実演を していま

す。授業が入ると、生徒からも「復活 (復 帰

じゃなくて復活だそうです)したんだ |」 と声

をかけてもらえたりして、覚えていてくれたの

ね !と 感激しています。

同じ育児体業で家にいるのでも、子どもが一人

と二人では大違い。自宅の引つ越しが重なつたせ

いもあるのですが、本はおろか雑誌、新聞を読む

時PB5も とれず、見るテレビは子ども番組が主で世

間から隔離された生活を送つていました。学校司

書としての基本的常識が一年分抜けてしまつたの

です。復帰したばかりの今、いちばん困つている

のは図書館の旬の本情報が把握できていないこと

です。

復帰 してすぐにとまどつたのは、パソコンの

操作でした。家ではパソコンを触つていなかつ

たので、バックアップをとるのも「どうするん

だつけ ?Jと 思い出しながら、入力するのも ド

キ ドキ。でも、元々やつていたことなので、こ

ちらはすぐにペースがつかめてきました。

今年は先生の異動も多く、知らない先生と一年

生と会うのも ドキ ドキだつたのですが、こちらも

時間が解決してくれて、自分のペースで接するこ

とができるようになりました。

私の代替をお願いした石川裕美さんには文章化
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木下 通子

したマニユアルを残したのですが、復帰して「マ

ニュアルで何か変だつたことある?」 と聞いたと

ころ、パソコンの入力方法で間違いがあつたこと

を指摘されたくらいで、後は特に困らなかつたよ

うでした。復帰して、私自身が不便を感じて文章

化して置けば良かつたなと反省したのが、選書→

発注→受入までの流れです。

うちの学校では、図書館予算の書籍費を、県で

指定している「備品図書費J、 「図書部会選書」

(司 書裁量を含む)、 「教科図書現物購入J、

「リクエス ト」の四つに分けています。

図書館として常時取3を している書店はだいた

い三店で、害」引率や納品のスピー ドの関係で、リ

クエス トと図書部での選書はA書店に、定期購読

しているシリーズもの、備品図書などのまとまつ

た本は B書店に、教科の先生を連れての現物購入

や司書が店頭買いで現物を購入する場合はC書店

にと使い分けています。

注文を流すのは、A書店と B書店が主ですが、

図書部会で選書資料を回覧し、部会で承認されて

発注した本はエクセルでデータ管理し、その形式

でフアックスを流し、リクエス トや司書がこの本

ほしいと思つて発注する本は、手書きでフアツク

スを流し、その用紙をフアイルするという形を

取つています。

代替の石川さんには言葉でそれを説明し、予算

管理の差引簿を渡しただけでした。その後困つた

という話は聞いていないので特に不便はなかつた

ようですが、私が石川さんが発注した本を受け入

れる立場になつて、この作業をもつと整理してお

けばよかつたと思いました。

受入の方法はパソコンのマニユアルを見ればわ

かるのですが、この本はリクエス トで買つたの

か、図書部で選書したのかは記録を見ないとわか

らないわけで、パソコンに入力する時に困るので

す。一人でやつている時は自分の記憶で補えるの

ですが、発注記録が残つていなくて、わかりにく
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い本が何冊か納品されて、そのつど石川さんに電

話でききました。

今は、パソコンヘの入力もTRCDからのダウン

ロー ドが主であつという間に終わります。発注か

ら受入までの流れを上手にシステム化したいとい

うのが、 3月 までの課題です。

はじめに、旬の本の情報が把握できていないと

書きました。抽象的な言い方になつてしまいます

が、「生き生きとした図書館活動を創るJと いう

のは、やつぱり司書が本を知つていることが大事

というのをしみじみと感じています。本を知ると

いうのは、自分の図書館の蔵書を把握していると

いうのと、新しい本の情報を知つている、本の内

容を知つているという広い意味にわたつてです。

図書館に活気があるというのは、利用者がたく

さん来て、本が回転しているということで、やつ

ぱり貸出が「生きた図善館Jをはかる一つのバロ

メーターです。その貸出を活性化するのは、選書

が大きなポイントです。

世間の流行の本を選/Fの は、新刊情報誌を

使つてできますが、自分の図書館の利用者二一

ズにあつた選書、利用者の顔が見える選書は、

司書のアンテナと経験がものを言うので、休み

の間に鈍つたカンを早く取り戻さなくてはと感

じています。

利用者の顔が見える選書というと、利用者と

話をして要求をつかむというのが、まず考えつ

くと思います。もちろんそれも重要なことです

が、そういう選書をするために、本当はいちば

ん大事だと思つているのが、司書が本を読むこ

とです。

「本を読んでそれをいろんな形で紹介できる」。

本を読むだけなら利用者と同じです。自分が読

んだ本をス トックして、利用者から要求があつ

た時に、書評の形だつた リブック トークの形

だつたり、いろんな形で紹介できるのが、本の

専門家としての司書の大切な技術です。意識的

に仕事を倉」つていくことの難しさをあらためて

感じています。

私ごとですが、この 3月 には絶対転勤したいと

思つています。子どもが二人いるので家から近い

学校図書館というのが、最大の希望条件なのです

が、多少無理 しても転勤 したいと切に願つている

のは、2003年があるからです。どうせ転勤する

のなら、司書教諭が発令されるせめて 1年前に転

勤 して、その図書館の活動を把握したいと考えて

いる方、多いのではないですか ?

私が書きためているマニユアルが、次の学校で

活用できるものなのか。次号を乞うご期待 |

(きのした みちこ 1埼玉県立岩槻商業高校司書)

★

選書を予算の上から見ると

①備品図書費 (県指定)

②図書部会選書

(司書裁量分を含む)

③教科図書現物購入

④リクエスト

★

書店について見ると

A書店 |リ クエスト

図書部会選書

B書店 :定期購読

備品図書

C書店 l店頭で現物買い

★

発注管理

①ェクセルのデータで発注

部会で承認されたもの

データで管理

②手書きFAXで発注

リクエスト `司書裁量

FAXを綴じて保存

5



本を選′ぶ高校図書館版32号

教員の立場で学校図吉備をいとおtむ

1997年の学校図書館法の改正をうけて、司書

教諭の養成 .発令とその配置はいよいよ現場段階

のF03題 となつています。

学校図書館に置かれるべき「人」が、司書の資

格を持つた教員なのか、教育職として位置づいた

司書なのかは、論議の対象となる問題でした。そ

の問題に決着がついたわけではありませんが、司

書教諭の資格をもつて、学校図書館に長らく関

わつてこられた桜丼康夫先生に、お話を聞いてき

ました。

先生は、高等学校の教員歴 28年。ご専門は

国語科です。現在の勤務校は、八年 目。奉職

してから二校 目です。以前は、工業高校に 20

年 FB5勤 務 して いま した。 このような長期 にわ

たつて異動がなかつたのは、工業高校の普通

科担当ということもあ つたで しようが、先生

ご自身 、図書館の仕事 によろこびを感 じてお

られて 、異動の希望を出さなかつた という事

情もあるようです。

前任校での 20年間と、現在の学校で 6年間、

図書館部に属していました。現在は、校務として

の図書館を離れていますが、埼玉県高等学校図書

館研究会の副会長として、県下の高等学校の図書

館の発展充実に尽力されています。また、学校図

書館を考える会の会員として、市民のお立場から

活動を支えておられます。

桜井先生の学校図書館についてのお考えは、こ

の 28年間、築いては崩す連続だつたそうです。

お目にかかつたときは、ちようどt/Dり 崩しつつあ

るところだと前置きをして、とくに大事なことを

二点お話 しくださいました。

司書 と司書教諭の役害」分担

司 書 教諭 が司 書 に と つて 代 わ るの で は な

く、新 しい職務を創造的に担 つて い くのだ と

いう観点 に立つべ きで しよう。図書館 と教室

のパ イプ役 となる ことや 、校 内組織の改革な

6

桜井 康夫

ど、未開拓の分野で力を発揮する ことが期待

されます。

基本的には、相互の専門性 に対する尊重が

あれば克服が可能 な FD5題 であるはずです。図

書館学 を学んで来た図書館の専門職 と しての

司書 と、教諭 と して生徒 に授業を した経験の

ある司書教諭 とが、専門性を生 か して 、共同

で学校図書館の運営にあたる というのが、当

面め ざすべ き学校図書館 スタ ツフのあ り方 と

なると考えられます。

「知」の全体に触れ格闘する青少年を支援

文部科学省の「情報教育の推進等に関する調査

研究協力者会議Jの最終報告 (1998/8/5)で
は、学校図書館が学校の情報化の中枢的機能を担

い、司書教諭には、読書指導の充実とあわせ学校

における情報教育推進の一翼を担うメディアの専

門職としての役害」を求めています。

しか し、学校図書館=情報センターという

図式をもつて学校図書館全体を捉えることは

誤 りであ りであるばかりでなく、危険ですら

あります。

学校図書館で扱うのは、「データ .フ アク

ト テキス ト 'イ メージなどの断片」ではな

く、「全体として一つのものとして存在する」

「発展的であり、蓄積的な」知識の全体でなけ

ればなりません。人間形成期にあたる青少年期

にあつて必要なのは、個々ばらばらな情報の操

作能力ではなく、そうした 「知」の全体に触

れ、これと格闘することです。それを支援する

のが、学校図書館です。

ここ数年感じることなのですが、詩でも小説で

も教科書で出会つたものをきつかけに芋蔓のよう

に読書のレパー トリーを増やすということが最近

少なくなつたように思えます。だからこそ、学校

図書館の役害」は一層大きくなつていると思いま

す。 (さ くらい やすお 1埼玉県立志木高等学校)
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コンピニの人気商品の食品添加物を分析!食品添加物入門書

食品添力D物の基礎知識から、表示の問題、毒性、アレルギーまで

実際の商品の表記をビックアップして解説 !

食品添力0物全827品日の危険度評価一覧付き ,

コンと 時代の食品添カロ物
渡辺雄二 著

A5。 152頁 定価 :本体1238円 十税

拒食症・過食症とは一その背景と治療
生野照子。新野三四子 著 B6・ 296頁 定価:本体1900円 +税

●テレビ

ー

8情報を正しく取捨選択するために

現代を生きぬく栄養学
― 「最新情報」食べものと体のしくみ

吉田勉 著 A5・ 128頁 定価 :本体1238円 十税

嚢野調電悦暦塀醤1~33■モ,各:導よlEEヨFJ函己門■

朝組り朝鮮
=§

徐永沫 (ソ・ ヨンス)/野崎充彦・日本語版監修

A5判・上製カバー・本体各 1500円 (分売可)

lSB‖牛336-04331-0/04332-9/0433卜 7

意外に知 らない朝鮮半島の歴史を学ぶための、最

適の入門書。神話 。伝説・民話などをまじえなが

ら、朝鮮半島の激動の歴史をマンガで楽 しく紹介。

建国神話から現代まで。年表 。人名索引付き。写

真多数。対象 :中 学生以上

☆各巻内容
第 1巻 植君神話から統一新羅まで

第2巻 高麗時代から朝鮮王朝の成立まで

第3巻 植民地時代から現代まで

国書刊行会
〒
ざ鯉甜甥「驚凛島」認P

V

賛ワ質児鶏κ胃ぜ繁
■ 就職する前に具体的にどのような仕事

■ 各省庁の細 かい区分けが分かる。

■ 各省庁 Fどのようなことに取り組ん

■ 新生日本の司令塔 として、ど

■ 官庁の全体像がすばや く分かる。

〔編〕      1700円
1600円

1600円

1         1500円
|‐      1500円
‐       1500円
|   1  1400円

1編〕 |   ‐  1400日
1400円

4ヽ00円

羨       151Xl円

かる。

|し ているか分かる。

正

Ｚ

り
■
卜

Ｌ

一

‘
″
リ
イ
バ
イ
老
響
η

1.内 閣府
2 毬務省

:壁 :言ふ 舞
8 農林水産省

' |9 颯済産業省  :
10錮土交通●
11壌境省

|:彎ヅ壌

株式会社インタ…メディア出版
〒160‐0005 東京都新宿区愛住町23

1 (代表)  F3X.03‐ 5366‐ 1885

好評増刷出来 !
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史
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史
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史
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を
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。

巻
末
に
は
項
目
以
外
の
人
名
等
か
ら
も
検
索
で
き
る
「索
引
」
と

便
利
な
「没
年
月
日
順
人
名

一
覧
」
を
付
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す
る
。　
　
四
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％
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館

大きな活字で読みやすい本峨新シリーズ

拍定価 :揃本体42,000円 (税別)

A5判新フランス姜 平均254頁

①妖美の世界 ②科学の脅威
③呪いの恐怖 ④幽霊怪談
⑤魔性の生き物 ⑥恐ろしき執念
⑦人外魔境 ③日常の呪縛
⑨モダン・ホラー ⑩過去への幻想
①異界への入口 ⑫時の輪廻   `
⑬死者の復活 ⑭水の妖怪
⑮ファンタジー

20世紀 日本ホ ラー

文単の集人成 !

島リブリ■出版癬噺綱輝郁観鰤

源氏味読の決定版、ついに書籍化 11月 5日 刊行開始

増補改装難舗汽爵0旧

源氏物語鋪昂墓
第 1回配本 3冊同時発売

樟]:菱  神作光一編

穿 iI警  日 向
一

雅 編

橋 女臣 雨海博洋編

シリーズ特長

■原文を第一に。

■多分野を結集、充実の

鑑賞欄

■圧倒的な図版量。

■最新の研究動向を併録

どうすれば原文を読めるか。どうすれば原文の深みを味わ
えるか。そのための工夫を随所に散りばめました。

至文堂
T:『∬協鷹5認離野麗署晃Fttξ 0

・ホラーワ‐ル ド 全15巻
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国

語
教

育

辞

典

東京都新宿区新小川町629
〒162-8707803-3260-763書店

限りなく広がる知識の世界辞典600点突破′

中国少数民族事典
田畑久夫・金丸良子他編  トンシャン族・カ
ザフ族などの少数民族55の伝統や文化及び、
歴史・社会・自然環境・経済・信仰など図版・

写真を入れ解説。 A5判 254頁 本体3800円

〒1010054 東京都千代田区神田錦町37
電話03(3233)3741   辞典 目録進呈

世界宗教建築事典
中川 武監修 世界遺産の中
心をなす宗教建築の全体像を
捉えるため、249件 の遺構を、写
真や図版を用いて解説した。
菊倍判変型 392頁 本体13000円

根をもつこと、
翼をもつこと

田ロランディ 困難な時代

においても、未来をおそれ

ずに生きる人に捧げる、ピ

ュアな言葉の花束。『でき

ればムカつかずに生 きた

い」 (13刷 1470円 /第 1回

婦人公論文芸賞受賞)に続 く

待望 のエッセイ。 1470円

晶文社員il齢最柵鶉躍r」
2
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目
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す
く
解
説
し
た
入
門
書
っ
　

ニ
ニ
Ｏ
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円

きるごとガイド
シリーズ好評既刊

ミネルヴァ書房 留嘱埋協議朧倉霜茄

A5/美装

日 本 の 博 物 図 譜 十九世紀から現代まで

国立科学博物館編 B5判 128頁 定価 (本体2600円 +税 )

日本人は豊かな自然をどのように見つめ、描いてきたか

身近な植物から花の進化を考える
小林正明 著 B5判 オールカラー 264頁
定価 (本体 2500円 +税)

自然あふれる信州の校長先生がやさしく教える植物形態・分類
学の入門書

虚 数 0情 緒 ―中学生からの全方位独学法

吉田 武 著 A5判  1032頁 定価 (本体 4300円 +税 )

虚数を軸に人類文化の全体把握を目指す。21世紀の教養はこの

本から始まる。

東海大学出版会
〒15卜0063 東京都渋谷区富ヶ谷 2-28-4 電話03(5478)0891

蕨商品管理センター 電話048(447)8570
恥bPR tt lebTOKll公 F旧

|l  http://www.press.tokai.ac.jp/
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